
 

 

申告書等の記入方法 
 

 

 

 

 

① 文字、数字等は、枠内にボールペンで明確に記入してください。 

 

②  次の場合においても提出をお願いします。 

なお、償却資産申告書の「18備考」にその旨を記入してください。 

（ア）申告の対象となる資産がない場合 

（イ）前年中において資産の増減がなかった場合 

 

③ 記入後の訂正は、二本線で抹消し、その欄の上段に修正後の内容を記入してください。 

 

④ 申告用紙が足りないときや御不明な点については荒尾市税務課まで御連絡ください。 

 

 

《記入上の注意》 

申告書の提出・お問い合わせは・・・ 

荒尾市役所 市民環境部 税務課 資産税係 

〒864-8686 熊本県荒尾市宮内出目 390番地  （窓口⑩－３） 

ＴＥＬ ０９６８－６３－１３４６（直通） 
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事業の種目を具体的に記載
してください。 
また、法人の場合は資本金又

は出資金額等の金額も記入し
てください。 

住所及び電話番号を
正確に記入し、ふりがな
をふってください。 
また、ビル等に入居し

ている場合は、ビルの名
称、階数及び部屋番号を
記入してください。 

氏名を直接記入してい
ただくか、または記名押
印してください。 
なお、所有者が法人の

場合は、その名称及び代
表者の氏名を記入し、代
表者印を押印してくださ
い。 
屋号があれば記入して

ください。 

経理を委託して
いる税理士等の氏
名及び電話番号を
記入してください。 

リース資産の有無につ
いて、該当する方を○で
囲んでください。借用資
産がある場合には、貸主
の住所、名称、電話番号
等を記入してください。 

申告書の記入方法 この申告について応答され

る方の係名、氏名及び電話番

号を記入してください。 

荒尾市宮内出目３９０番地 

６３ １３４６ 

荒尾 太郎 

電算処理方式による全資産申告を行

う場合のみ記入が必要です。 

一般方式の申告においては記入する

必要はありません。 

小売業 

3 

 

平成 13 ４ 

荒尾 太郎 

63 1346 

①荒尾市宮内出目３９０番

地 ②荒尾市荒尾 4186番地 19 

資産がなければ【３．該当
資産なし】、資産の増加減少
がなければ【２．増減なし】
に○をつけてください。 
また、前年中において、廃

業、解散、閉鎖等があった場
合は、その異動事由に○をつ
けて、異動年月日を記入して
ください。 
その他この申告に必要な

事項及び償却資産の評価に
おいて参考となるべき事項
について記入してください。 

熊本市北区○○864番地 

○○㈱ （096-123-4567） 

4579500 

3782000 
8361500 

325000 

204750 
325000 1467250 

5517000 

9503750 

 

1262500 

3986750 

前年前に取得したもの（イ） 前年中に減少したもの（ロ） 前年中に取得したもの（ハ） 計（ニ） 

去年 1月 1日以前に取得し

た資産の価額の合計 

去年 1月 2日から 

今年 1月 1日までに 

減少した資産の価額の合計 

去年 1月 2日から 

今年 1月 1日までに 

増加した資産の価額の合計 

今年 1月 1日現在に 

所有している資産の価額の

合計 

 

該当する方を○
で囲んでください。 

該当する方を○で囲
んでください。 

荒尾市内にある事
業所等資産の所在地
を記入してください。 

申告書を提出する年月
日を記入してください。 

荒尾市内での事
業開始年月を記入
してください。 

個人番号又は法人
番号を確認し、記入
してください。 
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記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

種類別明細書の記入方法 

（増加資産・全資産用） 

電算処理方式による全資産申告

を行う場合のみ記入が必要です。 

一般方式の申告においては記入

する必要はありません。 

 

＊初めて申告される方は、今年１月１

日現在に所有している全ての資産を

記入してください。 

舗装工事 

204750 

内装工事 573500 

パソコン 

689000 

1 

1 

6 
1 

1 
1 

28 

 
28 
28 4 

4 

8 4 

10 
10 

 

1 

1 

注：申告もれや資産の移動により新たに資産を申告する場合について 

取得年月日が平成 19 年 12 月以前の資産について、耐用年数省令の改正で耐用年数が変更さ

れた資産については、改正前の耐用年数の記載も必要となります。摘要欄に改正前の耐用年

数を記入してください。（例：前 10年） 

「減価償却資産の耐用年数等に
関する省令」の別表第１、第２、
第５及び第６に掲げる耐用年数
を記入してください。 

 資産を取得するために支出した金額又は支出
すべき金額（付帯費用を含みます）を記入して
ください。 
 また、法人税法及び所得税法の規定による圧
縮記帳については、償却資産の評価上認められ
ておりませんので、当該圧縮額を含めた実際の
取得価額を記載してください。 

申告の年度を記入してください。 

申告書の右上にある
所有者コードを記入し
てください。 

資産の名称、数量を
それぞれ記入してくだ
さい。 

氏名又は名称を記入してください。 
また、この「種類別明細書（増加資

産・全資産用）」について、ページ数
を付けてください。 

(例) ３枚のうち２枚目 

資産を取得した年月を記入
してください。 
年号は「令和」に取得したも

のは「５」、「平成」に取得した
ものは「４」、「昭和」に取得し
たものは「３」と記入してくだ
さい。 

番号：資産の種類 
１：構築物 
２：機械及び装置 
３：船舶 
４：航空機 
５：車両及び運搬具 
６：工具、器具及び備品 

 資産を取得した事由に
ついて、該当する番号を○
で囲んでください。 
１：新品取得 
２：中古品取得 
３：移動による受け入れ 
４：その他 

荒尾 太郎 

令和 年度 
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減少区分の番号を○で囲んでください。 
１：申告済資産の全部が減少 
２：申告済資産の一部が減少 

なお、資産の一部が減少した場合は、当該資産
の減少した部分に対応する取得価額を記入して
ください。 

氏名又は名称を記入してください。 種類別明細書の記入方法 

（減少資産用） 

荒尾 太郎 

ｶﾝﾊﾞﾝｺｳｼﾞ 325000 1 1 3 10 4 

同封の「種類別明細書（全資産明細書）」と比較

して、減少した資産の種類、名称、取得価額等

を記入してください。 

166654 1 

1 

1 

申告書の右上にある
所有者コードを記入し
てください。 

減少事由について、
該当する番号を○で
囲んでください。 

１：売却 
２：滅失 
３：移動 
４：その他 


